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（仮称）鶴見花月園公園 全体平面図

・水質調査の結果、地下水は飲料には
適さないことが分かりました。誤飲を防
止するため、手押しポンプ及びせせらぎ
は整備しませんが、井戸は災害用トイレ
の水源として利用します。

主要な出入口の全てに蓄電池を利

用したアプローチ灯を設置

まちづくりニュースNo.11（平成30年４月旧発行）にお示しした公園整備計画（全体平面図）について、工事発注を進めるにあたり、今までお示し

していた基本計画をもとに、安全性、耐久性等に配慮して改善した部分が一部ありますのでお知らせします。

※詳細については横浜市ＨＰをご確認ください。『「（仮称）鶴見花月園公園」で検索』

（https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/midori-koen/koen/tsukuru/seibikeikaku/kagetsuen.html）

※現場条件による変更や安全確保等のため、変更になる場合があります

・井戸は電動式ポンプとし、災害用トイレの水源

として利用
・非常時の消火活動に有効な貯水槽を設置

<ゾウさん広場の遊具>

・子供たちから要望の多かった遊具を配置
・砂場は猫除けネットを設置
・一部遊具の周りはマットを設置

・ベンチや砂場周辺にパーゴラを

設置（テント機能を追加）

・お花見広場の園路を拡幅

<防球フェンス>

・高さ約15mの防球フェンスを設置
・防球フェンスは多目的広場を囲うよう
に設置

・外周に園路を設置

・弁財天跡地については、保存の方向

で調整中です。跡地の活用方法や法面
の安全確保については今後検討してい
きます。

・スロープ園路を追加

現在、公園の造成工事を行っているところです。

8月上旬頃に造園工事の施工業者が決まり、引き続き

公園の植栽や遊具の設置等を行う予定です。

施工業者が決まりましたら、まちづくりニュースや掲示
板等でお知らせします。

大すべり台
（遊具変更の主な例）

より耐久性及び安全性に配慮した、大型

のすべり台に見直しました。

<多目的広場>

・できるだけ広く確保しました。

<エクササイズエリア>

・意見交換会で要望の多かった健康遊具
を配置
・一部の健康遊具について、同様の運動

でより耐久性・安全性の高いものを選択
しました

健

<トイレ>

・近隣の住宅からできるだけ離すため南側
に設置

・災害用トイレのためのマンホールを設置

・災害用トイレのためのマンホールを設置

健康遊具

駐輪場

トイレ

主要な出入口

凡 例


